
― ―1

編集・発行
㈱農林中金総合研究所 基礎研究部
〒100－0004 東京都千代田区大手町1－8－3

TEL.03-3243-7331
FAX.03-3246-1984
URL：http://www.nochuri.co.jp
E-mail：sugano@nochuri.co.jp

第192号（2002年５月）

食
の
外
部
化
・
サ
ー
ビ
ス
化
が
進
み
、
農
産
物
の
輸
入

も
増
え
る
な
か
で
、「
食
」
と
「
農
」
の
距
離
の
拡
大
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
白
書
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
食
料
自
給
率

は
、
昭
和
四
〇
年
度
か
ら
平
成
一
一
年
度
の
間
に
供
給
熱
量

ベ
ー
ス
で
七
三
％
か
ら
四
〇
％
に
、
穀
物
ベ
ー
ス
で
は
六

二
％
か
ら
二
七
％
へ
と
い
ず
れ
も
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。

自
給
率
低
下
の
一
因
は
、
自
給
品
目
で
あ
る
米
の
消
費
が
減

少
し
、
他
方
で
輸
入
の
割
合
が
多
い
畜
産
物
や
油
脂
類
の
消

費
が
増
え
る
な
ど
食
生
活
が
多
様
化
し
た
た
め
と
い
う
。

平
成
一
二
年
三
月
に
文
部
省
、
厚
生
省
、
農
林
水
産
省

が
共
同
で
策
定
し
た
「
食
生
活
指
針
」
で
は
、
米
を
中
心
に

地
域
産
品
等
を
含
め
た
日
本
型
食
生
活
の
普
及
を
図
る
こ
と

の
大
切
さ
を
具
体
的
に

提
唱
し
て
い
る
。

食
料
は
自
然
の
恵
み

で
あ
り
、
そ
の
土
地
で

生
産
し
た
も
の
を
消
費

す
る
「
地
産
地
消
」

（
地
場
生
産
・
地
場
消
費
）
が
最
も
お
い
し
い
と
い
わ
れ
る
。

地
産
地
消
は
、
食
の
自
給
を
地
域
で
進
め
、
農
家
と
消
費
者

を
つ
な
ぐ
試
み
で
あ
り
、
農
産
物
を
大
消
費
地
に
持
っ
て
い

く
の
で
は
な
く
、
そ
の
土
地
で
消
費
す
る
地
産
地
消
を
日
常

生
活
の
基
本
、
学
校
給
食
の
原
則
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

声
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
近
頃
、
日
本
で
も
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」
と
い
う
言

葉
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
は
、
イ
タ
リ
ア
で

生
ま
れ
た
運
動
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
食
の
豊
か
さ
を
大
切

に
し
、
小
さ
な
生
産
者
を
守
り
、
子
供
た
ち
に
食
教
育
を
進

め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
も
古
来
よ
り
米
食
や
郷
土

食
、
そ
し
て
地
方
の
特
色
あ
る
食
材
が
あ
り
、
日
常
の
中
で

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
が
実
践
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
の
進
出
等
に
よ
り
食
材
や
味
の
画
一
化
が
起
こ
り
、

改
め
て
郷
土
食
や
地
方
の
特
色
の
あ
る
野
菜
な
ど
の
食
材
等

を
見
直
そ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
は
地
産
地
消
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
版
と
も
い

わ
れ
、
そ
の
運
動
を
通
し
て
地
域
の
農
業
と
食
文
化
を
考
え

よ
う
と
い
う
活
動
が
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、
伝
統
的
な
日

本
の
食
材
や
農
業
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」
と
「
地
産
地
消
」
は
、
消
費

者
に
そ
の
地
域
で
生
産
さ
れ
た
安
全
で
安
心
な
品
質
の
良
い

農
産
物
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
点
で
類
似
し
て
い
る
。

農
林
水
産
省
は
、
本
年
四
月
一
一
日
に
「
消
費
者
を
軸
」

と
し
て
農
林
水
産
行
政

全
体
を
「
食
農
一
貫
」

政
策
と
し
て
再
構
築
す

る
『
「
食
」
と
「
農
」

の
再
生
プ
ラ
ン
』
を
発

表
し
た
。
こ
の
再
生
プ

ラ
ン
の
中
で
も
、
日
本
な
ら
で
は
の
食
文
化
や
地
産
地
消
な

ど
の
特
色
を
活
か
し
た
新
鮮
で
お
い
し
い
農
水
産
物
を
消
費

者
に
供
給
す
る
取
組
み
を
促
し
て
い
る
。

「
食
」
と
「
農
」
の
距
離
の
拡
大
は
、
食
料
や
農
業
に
対
す

る
関
心
の
低
下
、
さ
ら
に
は
食
生
活
そ
の
も
の
へ
の
関
心
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。「
食
」
と
「
農
」

の
距
離
の
縮
小
に
努
め
て
い
く
に
は
、地
元
で
生
産
し
た
も

の
を
地
元
で
消
費
す
る「
地
産
地
消
」や
食
卓
に
並
ん
だ
食

事
の
食
材
は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
を
考
え

な
が
ら
食
べ
る「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」を
通
じ
て
、
足
元
か
ら
食

を
ゆ
っ
く
り
見
つ
め
直
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
副
主
任
研
究
員
　
中
村
光
次
）
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東
京
都
練
馬
区
内
で
一
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農

地
を
耕
す
農
民
で
あ
る
。
こ
こ
十
数
年
来
、
市
場

出
荷
を
中
心
と
し
た
経
営
を
転
換
し
、
農
産
物
の

直
接
的
販
売
や
市
民
に
農
地
を
解
放
し
野
菜
作
り

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
農
業
体
験
農
園
に
取
組
ん
で

い
る
。
精
神
障
害
者
の
社
会
適
応
訓
練
を
行
う
事

業
所
と
し
て
障
害
者
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
都
市

農
業
の
可
能
性
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
実
践
に
結
び
つ

け
て
き
た
。

五
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時

小
学
校
三
年
生
で
あ
っ
た
長
男
の
担
任

の
先
生
か
ら
相
談
を
受
け
た
。「
練
馬
区

に
は
ま
だ
農
地
が
相
当
残
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
学
校
の
授
業
に
是
非
役
立
て
た

い
。
以
前
か
ら
教
育
の
中
に
自
然
体
験
や
農
業
体

験
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
が
、
都
市
に
暮
ら
す

子
供
達
に
こ
そ
、
そ
う
い
っ
た
体
験
が
必
要
で
、

よ
り
教
育
的
効
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
研
究
し
て
み

た
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
氏
は
小
学
校
の
教

員
で
あ
り
な
が
ら
大
学
の
農
学
部
出
身
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
か
ね
て
よ
り
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を

待
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
ち
ら
に
し
て
も
以
前
か

ら
取
り
組
ん
で
み
た
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
早

速
練
馬
大
根
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
野
菜
作
り
体
験
授
業

の
計
画
を
立
て
た
の
で
あ
る
。

授
業
は
種
ま
き
か
ら
間
引
き
、
定
植
、
観
察
、

収
穫
へ
と
体
験
を
積
む
の
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
は

は
じ
め
数
人
ず
つ
の
班
に
分
か
れ
、
班
ご
と
に
野

菜
作
り
に
ど
う
興
味
を
持
ち
、
何
を
知
り
た
い
か

を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
。
あ
る
班
は
野
菜
の

種
類
に
つ
い
て
調
べ
、
別
の
班
は
練
馬
の
歴
史
を

調
べ
る
こ
と
に
す
る
。
収
穫
し
た
も

の
を
ど
う
料
理
す
る
か
、
農
家
の
仕

事
に
つ
い
て
他
の
農
家
に
出
向
き
調

査
す
る
班
な
ど
、
班
ご
と
に
自
由
に

計
画
を
立
て
課
題
を
設
け
自
主
的
に

活
動
す
る
。
同
時
に
全
体
授
業
で
は
、

野
菜
の
成
長
過
程
を
た
ど
り
な
が
ら

定
期
的
に
観
察
を
続
け
る
。
毎
週
の
授
業
で
は
先

生
か
ら
、
教
科
の
範
囲
を
越
え
て
テ
ー
マ
が
出
さ
れ

課
題
に
取
り
組
む
。
そ
し
て
収
穫
は
保
護
者
に
も
参

加
し
て
も
ら
い
親
子
で
農
業
体
験
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
持
ち
帰
っ
た
野
菜
は
一
部
を
保
護
者
が
調
理
し

み
ん
な
で
食
べ
、
残
り
は
自
宅
に
持
ち
帰
る
。

こ
こ
ま
で
は
よ
く
あ
る
農
業
体
験
授
業
だ
が
、

そ
の
数
日
後
ま
と
め
の
授
業
が
行
わ
れ
た
。
校
長

を
含
む
教
師
全
員
と
、
協
力
し
た
農
家
が
招
か
れ

た
参
観
授
業
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
先
生
が
課
題
を

生
徒
に
投
げ
か
け
る
。「
農
業
は
大
変
か
楽
か
？
儲

か
る
か
儲
か
ら
な
い
か
？
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て

農
業
の
役
割
は
？
等
々
」
続
い
て
班
ご
と
の
研
究

発
表
へ
と
続
き
授
業
は
終
了
し
た
。
後
に
校
長
先

生
は
「
子
供
た
ち
が
ど
れ
だ
け
知
識
を
持
っ
た
か

を
評
価
す
る
こ
と
よ
り
、
ど
れ
だ
け
自
主
的
に
学

習
を
し
た
か
、
課
題
を
自
分
の
も
の
と
し
て
取
り

組
ん
だ
か
が
大
切
な
こ
と
で
す
。」
と
講
評
し
た
。

確
か
に
、
先
生
か
ら
意
見
や
感
想
を
求
め
ら
れ
る

度
、
子
供
た
ち
は
皆
元
気
に
手
を
あ
げ
て
い
た
し
、

自
分
な
り
の
意
見
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の

瞳
は
と
て
も
輝
い
て
い
た
。

あ
れ
か
ら
授
業
は
毎
年
恒
例
と
な
り
、
現
在
で

は
近
隣
の
小
学
校
三
校
受
け
入
れ
て
い
る
。
食
農

教
育
、
食
農
教
育
と
農
業
界
で
も
声
高
に
叫
ば
れ

て
い
る
が
、
た
だ
経
験
を
さ
せ
る
だ
け
で
は
大
き

な
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。
教
育
の
専
門
家
と
農

業
の
専
門
家
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
子
供
た
ち
の

学
習
と
人
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
本
来

の
目
的
で
あ
る
。
三
十
数
年
ぶ
り
の
教
育
改
革
が

こ
の
春
か
ら
本
格
的
に
動
き
出
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
知
識
中
心
の
授
業
は
約
三
割
削
ら
れ
、
総
合
的

な
時
間
や
週
休
完
全
二
日
制
に
割
り
当
て
ら
れ
る
。

食
農
教
育
は
、
我
々
農
業
者
か
ら
下
心
付
き
で

提
供
さ
れ
る
農
業
理
解
の
押
し
売
り
で
あ
っ
て
は

決
し
て
な
ら
な
い
。
真
に
教
育
に
役
立
て
ら
れ
て

こ
そ
、
そ
の
真
価
を
発
揮
す
る
の
だ
。
そ
の
こ
と
を

我
々
は
、
常
に
肝
に
銘
じ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

h
ttp
://p
laza26.m

b
n
.or.jp
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調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト 

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト 

農
業
高
校

農
業
高
校
・
農
業
大
学
校

農
業
大
学
校
の
沿
革
と

沿
革
と
現
状
現
状 

農
業
高
校
・
農
業
大
学
校
の
沿
革
と
現
状 

一．

は
じ
め
に

学
校
教
育
に
お
い
て
「
総
合
的
学
習
」
が
導
入

さ
れ
、
環
境
教
育
や
食
農
教
育
の
必
要
性
が
唱
え

ら
れ
る
中
で
、
近
年
、
農
業
教
育
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
。
農
業
と
は
人
間
が
自
然
環
境

の
な
か
か
ら
生
存
に
必
要
な
食
料
等
を
生
産
す
る

営
み
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
生
き
る
こ
と
」
そ
の
も

の
で
あ
る
。
農
業
を
通
じ
て
人
間
と
自
然
と
の
関

わ
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
農
業
に
は
教
育
的
価

値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
ま
で
農
業
教
育
の
本
流

と
し
て
農
業
者
育
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
農
業
高
校
と
農
業
大
学
校
は
現
在
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
沿
革
と
現
状
を
紹

介
す
る
。

二．

農
業
高
校
の
沿
革
と
現
状

日
本
に
お
け
る
農
業
教
育
は
他
の
教
育
制
度
と

同
様
に
明
治
維
新
以
降
確
立
し
た
も
の
で
あ
り
、

国
家
の
農
業
指
導
者
養
成
を
目
的
と
し
た
札
幌
農

学
校
と
駒
場
農
学
校
を
嚆
矢
と
し
、
そ
の
後
、
一

八
九
三
年
（
明
治
二
六
年
）
に
小
学
校
教
育
を
補

う
も
の
と
し
て
農
業
補
習
学
校
が
設
け
ら
れ
、
翌

九
四
年
に
は
農
業
従
事
者
を
対
象
と
し
た
簡
易
農

学
校
が
設
立
さ
れ
た
。

し
か
し
、
農
業
教
育
が
本
格
的
に
展
開
す
る
の

は
一
八
九
九
年
の
実
業
学
校
令
以
降
の
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
年
に
中
学
校（
旧
制
）、
高
等
女
学
校
、
実

業
学
校
と
い
う
中
等
教
育
体
系
が
整
え
ら
れ
、
そ

の
後
全
国
に
農
業
学
校
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
農
業
学
校
は
一
九
一
〇
年
に
二
四
五
校
、
一

九
四
五
年
に
は
四
三
一
校
に
増
加
し
、
農
業
学
校

は
農
村
の
人
材
養
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

戦
後
、
六
・
三
・
三
・
四
制
へ
の
移
行
に
伴
っ

て
農
業
学
校
は
農
業
高
校
に
再
編
さ
れ
、
農
業
高

校
は
工
業
高
校
、
商
業
高
校
と
と
も
に
職
業
教
育

と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
高
校
進

学
率
の
上
昇
と
と
も
に
農
業
高
校
は
増
加
し
、
一

九
五
五
年
に
は
農
業
高
校
の
数
は
全
日
制
四
九
〇

校
、
定
時
制
九
八
九
校
の
計
一
、
四
七
九
校
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
高
校
進
学
率
・
大
学

進
学
率
の
上
昇
、
就
農
者
の
減
少
等
に
よ
り
農
業

高
校
は
減
少
し
、
七
五
年
に
六
七
九
校
（
全
高
校

数
の
一
三
・
七
％
）、
二
〇
〇
〇
年
に
は
三
八
二
校

（
同
七
・
〇
％
）
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
言
う
農
業
高
校
と
は
農
業
関

係
学
科
を
有
す
る
高
校
の
こ
と
で
普
通
科
等
を
併

設
し
て
い
る
高
校
も
含
ま
れ
て
お
り
、
農
業
関
係

学
科
の
み
の
高
校
（
単
独
校
）
は
一
五
二
校
（
二

〇
〇
〇
年
）
で
あ
る
。
ま
た
、
農
業
高
校
と
い
っ

て
も
、
そ
の
学
科
を
見
る
と
、
農
業
科
、
園
芸
科
、

畜
産
科
な
ど
農
業
生
産
と
直
接
関
わ
る
学
科
も
あ

る
が
、
食
品
科
学
科
、
農
業
土
木
科
、
造
園
科
、

農
業
経
済
科
な
ど
農
業
関
連
産
業
に
関
す
る
学
科

や
生
活
科
学
科
も
あ
り
、
農
業
科
、
園
芸
科
、
畜

産
科
の
三
学
科
の
割
合
は
、
学
科
数
、
生
徒
数
と

も
三
九
％
で
あ
る
。
な
お
、
農
業
高
校
（
農
業
関

農業教育機関卒業生の就農状況 
（単位：人、％） 

割　合 就農者 卒業生 区　分 

 2.3％  82736,329農業高校 

 2.8％  46616,562
大　学 

（農学部系） 

31.7％  572 1,803農業大学校 

資料：農水省・文部省調べ（ ２ ０ ０ ０ 年度） 
（注） 「就農者」は卒業後直ちに就農した者 

農業関係学科の概要 
（単位：人、％） 

割　合 生徒数 割　合 学科数 

21.424,70120.9228農　業　科 

13.916,03513.3145園　芸　科 

4.14,7214.347畜　産　科 

39.445,45738.5420小　　計 

12.113,91111.7127食品科学科 

6.67,5946.874農業土木科 

6.06,9766.167造　園　科 

8.49,7428.188農業経済科 

11.613,40511.5125生活科学科 

15.918,34017.3189そ　の　他 

100.0115,425100.01,090合　　計 

資料：文部省「学校基本調査」 （ 2000年度） 
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係
学
科
）
の
生
徒
数
は
一
一
万
五
千
人
で
、
高
校

生
全
体
の
二
・
八
％
を
占
め
て
い
る
。

農
業
高
校
の
卒
業
生
の
進
路
を
見
る
と
、
就
職

し
た
者
（
就
農
を
含
む
）
が
五
二
・
七
％
、
大

学
・
短
大
へ
の
進
学
が
一
一
・
七
％
で
、
そ
の
他

は
専
門
学
校
等
に
進
学
し
て
い
る
（
高
校
生
全
体

で
は
大
学
・
短
大
進
学
率
四
九
・
一
％
、
就
職
率

一
八
・
六
％
で
あ
る
）。
農
業
高
校
の
卒
業
生
の
う

ち
就
農
し
た
者
の
割
合
は
、
一
九
六
〇
年
に
は
四

二
％
、
七
〇
年
は
二
三
％
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇

年
で
は
わ
ず
か
二
・
三
％
ま
で
減
少
し
て
お
り

（
八
二
七
人
、
一
校
あ
た
り
二
・
二
人
）、
現
在
の

農
業
高
校
は
必
ず
し
も
農
業
者
育
成
機
関
と
は
言

え
な
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
卒
業
後
す
ぐ
に

は
就
農
し
な
く
て
も
、
両
親
が
リ
タ
イ
ア
し
た
後

に
就
農
す
る
と
か
、
兼
業
農
家
と
し
て
何
ら
か
の

形
で
農
業
に
従
事
す
る
者
は
多
く
あ
り
（
農
業
高

校
生
は
農
家
出
身
者
が
多
い
）、
農
業
高
校
に
農
業

者
育
成
機
関
と
し
て
の
役
割
が
全
く
な
く
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

三．

農
業
大
学
校
の
沿
革
と
現
状

農
業
大
学
校
は
各
県
ご
と
に
設
立
さ
れ
た
農
業

者
育
成
の
た
め
の
教
育
機
関
で
あ
る
が
、
そ
の
歴

史
を
辿
る
と
戦
前
の
修
練
農
場
（
通
称
「
農
民
道

場
」）
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
部
省
を
中
心
と

す
る
明
治
期
以
降
の
学
校
教
育
は
、「
立
身
出
世
」

と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
社
会
的
評
価

や
収
入
が
よ
り
高
い
職
業
に
就
く
た
め
の
手
段
で

あ
り
、
農
業
学
校
も
座
学
中
心
で
必
ず
し
も
農
業

者
育
成
を
主
目
的
に
し
て
い
な
い
と
い
う
面
も
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
農
村
・
農
民
の
窮
状

を
憂
え
た
農
本
主
義
者
を
中
心
に
学
校
教
育
を
批

判
し
農
民
の
た
め
の
実
践
的
な
農
業
教
育
機
関

（
塾
風
教
育
）
を
作
る
運
動
が
起
き
、
そ
れ
を
受
け

て
、
農
林
省
は
一
九
三
四
年
に
農
村
経
済
更
生
運

動
の
一
環
と
し
て
修
練
農
場
を
設
置
し
た
。

戦
後
、
修
練
農
場
を
支
え
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で

あ
っ
た
農
本
主
義
は
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
が
、
修

練
農
場
は
戦
後
も
「
経
営
伝
習
農
場
」
と
し
て
存

続
し
、
そ
の
後
一
九
七
七
年
に
「
農
業
大
学
校
」

に
改
称
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
農
業
大
学
校
は
、

主
と
し
て
高
卒
者
を
対
象
に
全
寮
制
で
二
年
間
農

業
の
実
務
を
学
ぶ
も
の
で
あ
り
、
文
部
省
（
現
文

部
科
学
省
）
系
統
の
農
業
高
校
と
並
行
し
て
農
水

省
系
統
の
農
業
教
育
機
関
と
し
て
農
業
教
育
の
一

翼
を
担
っ
て
き
た
。
現
在
農
業
大
学
校
は
全
国
に

四
一
校
あ
り
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
卒
業
生
は
一
、

八
〇
三
人
で
あ
っ
た
（
一
校
平
均
四
四
人
）。

し
か
し
、
農
業
大
学
校
も
農
業
高
校
と
同
様
の

問
題
を
か
か
え
て
お
り
、
七
〇
年
代
に
は
七
〜
八

割
あ
っ
た
就
農
率
が
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
は
三

一
・
七
％
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
定
員
割

れ
に
な
っ
て
い
る
学
校
も
あ
り
、
農
業
大
学
校
は

今
後
の
展
開
方
向
を
模
索
中
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
ほ
か
全
国
レ
ベ
ル
の
農
業
者
養
成

機
関
と
し
て
農
業
者
大
学
校
（
東
京
都
八
王
子
市
）

が
あ
り
、
ま
た
民
間
教
育
機
関
と
し
て
、
八
ヶ
岳

中
央
農
業
実
践
大
学
校
、
日
本
農
業
実
践
学
園
、

鯉
渕
学
園
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
教
育
理
念
で
農

業
教
育
を
行
な
っ
て
い
る
。

四．

課
題
と
展
望

農
業
高
校
、
農
業
大
学
校
は
、
農
業
改
良
普
及
所

と
と
も
に
日
本
農
業
の
発
展
に
教
育
面
か
ら
大
き
く

貢
献
し
て
き
た
し
、
現
在
も
、
新
規
就
農
者
、
Ｕ
タ

ー
ン
就
農
者
、
兼
業
農
家
の
農
業
従
事
者
の
育
成
に

一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
農

業
の
縮
小
の
な
か
で
卒
業
生
の
就
農
率
は
低
下
し
て

お
り
、
現
在
再
び
そ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

大
学
農
学
部
と
同
様
に
、
農
業
高
校
が
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
食
品
産
業
等
関
連
産
業
部
門

の
人
材
育
成
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
の
は
当
然
の
方

向
で
あ
り
、
現
在
の
状
況
で
は
農
業
高
校
が
農
業

者
育
成
の
教
育
機
関
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
の
は
無

理
が
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
農
業
高

校
が
安
易
に
普
通
高
校
へ
の
転
換
を
行
な
う
の
は
、

そ
の
伝
統
と
特
色
を
放
棄
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

農
業
を
通
じ
て
人
間
と
自
然
と
の
関
わ
り
を
学
ぶ
こ

と
は
普
通
高
校
で
は
得
ら
れ
な
い
農
業
高
校
の
大
き

な
特
色
で
あ
り
、
農
業
高
校
で
は
環
境
、
食
の
問
題

を
広
い
視
野
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
農
業
高
校

は
農
業
高
校
に
し
か
で
き
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が

可
能
で
あ
り
、
そ
う
し
た
活
動
の
な
か
か
ら
農
業
と

い
う
職
業
を
選
択
す
る
者
も
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
環
境
教
育
や
食
農
教
育
へ
の
関
心
の

高
ま
り
に
対
応
し
て
、
農
業
高
校
、
農
業
大
学
校

は
、
地
域
の
食
と
農
、
環
境
を
考
え
る
活
動
拠
点

と
し
て
の
役
割
発
揮
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
農
業
高
校
、
農
業
大
学
校
は
地
域
社
会
全

体
に
対
し
て
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行
な
っ
て
い

く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
清
水
徹
朗
）
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は
じ
め
に

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
す
る
食
教
育
や
農
業
体

験
学
習
の
取
り
組
み
が
新
た
な
展
開
と
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
教
育
現
場
を
は
じ

め
と
し
て
農
協
や
消
費
者
組
織
・
グ
ル
ー
プ
等
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
施
し
て
き
た
が
、

行
政
施
策
の
拡
充
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
導
入
等
も
あ
っ
て
、
食
教
育
と
農
業
体
験
を
総

合
的
に
展
開
す
る
、
い
わ
ゆ
る
食
農
教
育
の
方
向

が
打
ち
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
現

状
と
課
題
を
整
理
す
る
。

一．

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
食
農
教
育
、

農
業
体
験
学
習

学
校
教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
農
業
学
習
が
正

規
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
の
は
小
学
５

年
の
社
会
科
で
あ
る
が
、
座
学
が
ほ
と
ん
ど
で
体

験
と
結
び
つ
け
た
学
習
実
践
は
少
な
い
。
し
か
し
、

自
然
体
験
等
に
よ
る
「
生
き
る
力
」
の
醸
成
を
目

的
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
が
本
年
４
月
に

ス
タ
ー
ト
す
る
に
先
立
っ
て
、
行
政
が
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
、
教
育
現
場

で
は
す
で
に
多
様
な
農
業
体
験
学
習
が
始
ま
っ
て

い
る
。

食
教
育
に
関
し
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
「
健

康
教
育
の
一
環
と
し
て
食
に
関
す
る
指
導
を
学
校

教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
充
実
さ
せ
…
…
」
と
記

述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
正
規
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
な
い
。
教
育
現
場
に
お
け
る
食
教
育
は
、
特
別

活
動
の
中
で
実
施
さ
れ
る
学
校
給
食
に
主
と
し
て

依
存
し
て
い
る
。

学
校
給
食
法
で
は
、
そ
の
目
標
の
一
つ
に
「
食

料
の
生
産
、
配
分
及
び
消
費
に
つ
い
て
正
し
い
理

解
に
導
く
」
こ
と
を
掲
げ
、
食
料
生
産
ま
で
を
視

野
に
入
れ
た
食
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
地
元
農
産
物
利
用
等
を
通
し
て

農
業
体
験
を
組
み
込
ん
で
い
る
事
例
も
あ
る
が
、

多
く
は
「
栄
養
教
育
」
に
留
ま
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
平
成
四
年
に
策
定
さ
れ
た
「
学
校
給
食
の
手

引
き
」
で
は
「
食
文
化
」
を
重
視
し
た
給
食
指
導

や
地
場
産
物
の
利
用
を
奨
励
し
、
さ
ら
に
、
平
成

一
一
年
に
は
「
生
き
る
力
」
を
育
む
上
で
の
食
教

育
の
重
要
性
と
、
そ
こ
で
の
学
校
給
食
の
活
用
を

位
置
づ
け
た
「
保
健
体
育
審
議
会
」
答
申
が
だ
さ

れ
て
い
る
。
学
校
給
食
を
通
し
た
食
教
育
を
重
視

す
る
と
と
も
に
、
体
験
を
重
視
す
る
方
向
に
学
校

教
育
が
シ
フ
ト
す
る
中
で
農
業
体
験
を
組
み
込
ん

だ
食
教
育
、
い
わ
ゆ
る
食
農
教
育
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
生
産
性
や
消
費
拡
大
と
い

っ
た
供
給
サ
イ
ド
の
視
点
が
色
濃
か
っ
た
農
政
サ

イ
ド
も
こ
こ
数
年
食
生
活
や
食
教
育
に
着
目
し
て

き
て
い
る
。
そ
れ
は
「
食
料
･
農
業
・
農
村
基
本

法
」
も
謳
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、「
農
業
白
書
」

の
記
述
の
推
移
も
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
平
成
九
年
度
は
食
生
活
に
関
す
る
記
述

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
し
、
翌
一
〇
年
度
は
食
生
活

の
問
題
を
指
摘
す
る
中
で
「
食
教
育
」
と
言
う
言

葉
が
登
場
し
て
い
る
ほ
か
、
都
市
農
村
交
流
に
関

す
る
項
目
の
中
に
は
子
ど
も
の
農
業
体
験
事
例
が

初
め
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
一
年
度
以

降
も
子
ど
も
の
食
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
は
農
と
食
の
関
係
に
着
目
す
る

中
で
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
食
や
農
業
体
験
を

重
視
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
う

し
た
脈
絡
の
中
で
、
農
水
省
は
文
部
省
と
の
共
同

に
よ
る
農
業
体
験
学
習
の
推
進
（
平
成
一
〇
年
に

「
文
部
省
・
農
水
省
連
携
の
基
本
方
針
」
合
意
）、

さ
ら
に
「
食
生
活
指
針
」
も
こ
れ
に
厚
生
労
働
省

が
加
わ
っ
た
三
省
連
携
で
策
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
「
学
校

週
五
日
制
」
の
実
施
に
対
応
し
、
農
業
体
験
・
農

業
学
習
の
た
め
の
諸
事
業
（「
農
業
教
育
推
進
事
業
」

「
農
業
体
験
学
習
支
援
条
件
整
備
事
業
」
等
）
を
実

施
し
た
り
、
農
政
局
レ
ベ
ル
で
は
、
体
験
学
習
に

関
す
る
資
料
提
供
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
提

供
）
や
講
師
派
遣
等
も
行
っ
て
い
る
。

農
協
組
織
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
活
動
に
は

今
、
食
農
教
育
と
農
業
体
験
学
習
は 

調
査
・
研
究
紹
介 

調
査
・
研
究
紹
介 

今
、
食
農
教
育
と
農
業
体
験
学
習
は 

―
学
校
給
食
は
絶
好
の
教
育
機
会 

―
学
校
給
食
は
絶
好
の
教
育
機
会 

―
学
校
給
食
は
絶
好
の
教
育
機
会 
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以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
来
た
が
、
第
二
一
回
Ｊ
Ａ

全
国
農
協
大
会
で
「
次
世
代
と
の
共
生
」
が
決
議

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、「
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
」
や

「
学
童
農
園
」
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。
さ

ら
に
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
「
週
五
日

制
」
の
ス
タ
ー
ト
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
学
校
と
連

携
し
て
農
業
体
験
学
習
を
実
施
す
る
Ｊ
Ａ
も
増
え

て
き
て
お
り
、
そ
の
た
め
全
中
も
「
子
ど
も
農
業

体
験
学
習
中
央
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
行
政
と
農
業
団
体
が
連
携
し
て
推
進

し
て
い
る
地
産
地
消
運
動
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
学
校
給
食
へ
の
地
元
農
産
物

供
給
が
広
が
り
を
見
せ
、
そ
れ
を
契
機
に
食
農
教

育
実
践
も
少
し
ず
つ
進
展
し
つ
つ
あ
る
。

二．

な
ぜ
、
食
農
教
育
な
の
か

以
上
の
よ
う
に
、「
子
ど
も
の
食
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
縦
割
行
政
の
枠
組
み
を
越
え
た
施
策
が
展

開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
に
は
、
何
と
言
っ

て
も
子
ど
も
の
心
身
の
健
康
問
題
の
深
刻
化
が
あ

る
。
そ
れ
は
食
を
起
因
と
す
る
も
の
が
少
な
く
な

い
た
め
、
母
子
保
健
施
策
の
一
環
と
し
て
乳
幼
児

期
の
健
康
づ
く
り
施
策
を
行
な
っ
て
き
た
厚
生
行

政
と
、
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
児
童
青
年
期
の

健
康
づ
く
り
を
実
施
し
て
き
た
文
部
行
政
と
が
連

携
し
て
、
乳
幼
児
か
ら
青
年
期
ま
で
一
貫
し
た
総

合
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性
を
迫
ら
れ
た
こ
と
が

あ
る
。

加
え
て
、
飽
食
の
時
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

に
健
全
な
食
生
活
を
身
に
付
け
さ
せ
る
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
「
栄
養
教
育
」
重
視
の
「
食
教

育
」
で
は
限
界
が
あ
り
、
食
と
農
と
の
関
係
を
総

合
的
に
捉
え
さ
せ
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
実
体
験
の
希
薄
さ
が

他
者
と
の
関
係
を
見
え
な
く
し
、
人
間
と
し
て
の

成
長
発
達
を
阻
害
し
て
い
る
、
と
い
う
問
題
も
あ

る
。
い
わ
ば
「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
る
上
で

農
業
の
教
育
的
機
能
を
食
教
育
の
中
に
組
み
込
む

こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
農
業
サ
イ
ド
に
は
厳
し
い
農
業
情
勢
へ

の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
食
教
育
は
「
食
料
自
給
率
目
標
達
成
に
向
け

た
施
策
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
し
、
農
業
体
験
の

諸
事
業
も
担
い
手
育
成
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
学
校
給
食
へ
の
地
元
農
産
物

供
給
が
急
速
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
学
校

給
食
の
改
善
や
子
ど
も
の
食
等
へ
の
関
心
は
弱
く
、

食
教
育
や
農
業
体
験
機
会
の
創
出
に
必
ず
し
も
繋

が
っ
て
い
な
い
面
が
あ
る
。

三．

食
農
教
育
の
課
題

そ
れ
で
は
、
農
協
が
食
農
教
育
へ
の
取
り
組
み

を
拡
充
し
て
い
く
上
で
の
課
題
は
何
か
。
一
つ
は

そ
の
重
要
性
を
教
育
現
場
や
保
護
者
等
に
ど
う
認

識
さ
せ
る
か
で
あ
ろ
う
。「
廃
止
問
題
」
で
も
勃
発

し
な
い
限
り
学
校
給
食
へ
の
関
心
は
弱
い
と
い
う

現
実
は
、
食
よ
り
も
学
力
重
視
の
価
値
観
を
示
す

も
の
で
、
授
業
時
間
を
割
い
て
実
施
す
る
農
業
体

験
へ
の
抵
抗
観
は
さ
ら
に
強
い
。
今
の
と
こ
ろ
食

農
教
育
を
実
践
す
る
に
は
既
存
の
価
値
観
と
対
峙

せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
ま
ず
は
取
り
組
み
の
具
体

的
成
果
を
知
ら
し
め
つ
つ
、
共
感
を
獲
得
し
て
い

く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
農
協
は
、

「
何
の
た
め
の
食
教
育
か
、
農
業
体
験
か
」「
地
域

の
子
ど
も
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
育
て
る
の
か
」
と

い
っ
た
視
点
を
強
く
持
ち
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
食
教
育
と
農
業
体
験
学
習
と
の
一
体
的

実
践
を
指
摘
し
た
い
。
そ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、

両
者
が
一
体
的
に
実
施
さ
れ
て
こ
そ
自
ら
の
健
康

と
食
と
の
関
係
を
理
解
し
（
食
の
自
立
）、「
生
き

る
力
」
が
醸
成
さ
れ
る
か
ら
あ
る
。
農
協
に
は

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
も
含
め
、
両
者
を
連
動

さ
せ
る
た
め
の
仕
掛
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
も
重
要
と
な
る
の
が
学
校
給
食
の

役
割
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
絶
好
の
食
農
教
育
機

会
で
あ
る
学
校
給
食
の
機
能
を
生
か
す
に
は
、
地

元
農
産
物
利
用
と
そ
の
教
材
化
が
可
能
な
学
校
給

食
づ
く
り
は
欠
か
せ
な
い
。
従
っ
て
、
農
協
は
供
給

対
象
と
だ
け
見
る
の
で
は
な
く
、
学
校
給
食
の
質

的
向
上
に
も
関
心
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
学
校
給
食
へ
の
地
元
農
産

物
供
給
の
広
が
り
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
ス
タ
ー
ト
は
、
食
農
教
育
推
進
の
絶
好
の
機
会

で
あ
る
し
、「
地
域
と
の
共
生
」
を
具
体
化
す
る
上

で
も
、
農
協
は
そ
の
持
て
る
機
能
と
資
源
（
人
材
、

ノ
ウ
ハ
ウ
、
体
験
の
場
所
等
）
を
活
か
し
、
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
根
岸
久
子
）



― ―7

調査と情報　第192号（2002年５月）

食
農
教
育
に
つ
な
が
っ
た
`
自
給
の
心
a 

現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ 

現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ 

食
農
教
育
に
つ
な
が
っ
た
`
自
給
の
心
a 

「
ナ
ベ
ち
ゃ
ん
の
自
給
の
家
」
元
Ｊ
Ａ
生
活
指
導
員
　
渡
　
辺
　
広

「
ナ
ベ
ち
ゃ
ん
の
自
給
の
家
」
元
Ｊ
Ａ
生
活
指
導
員
　
渡
　
辺
　
広
　
子
　
子 

「
ナ
ベ
ち
ゃ
ん
の
自
給
の
家
」
元
Ｊ
Ａ
生
活
指
導
員
　
渡
　
辺
　
広
　
子 

一．

な
ぜ
「
自
給
運
動
」
だ
っ
た
の
か

食
べ
物
を
つ
く
る
農
家
の
集
ま
り
で
あ
る
農
協

が
、
そ
の
農
家
に
向
か
っ
て
「
食
べ
物
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
る
運
動
「
農
産
物
自
給

運
動
」。
こ
れ
は
常
識
で
な
い
運
動
で
す
。
常
識
で

あ
る
暮
ら
し
を
取
り
戻
し
、
本
物
の
農
民
の
幸
せ
、

農
家
の
豊
か
さ
を
取
り
戻
そ
う
。
そ
の
た
め
の
手

段
と
し
て
の
「
自
給
自
足
運
動
」
だ
っ
た
の
で
す
。

大
事
な
老
人
の
、
子
供
の
、
夫
婦
の
、
協
同
の
、

農
の
心
を
犠
牲
に
し
て
、
稼
い
で
き
た
お
金
で
買

っ
て
食
べ
る
も
の
は
何
か
。
そ
の
正
体
を
知
る
こ

と
は
、「
何
故
自
分
の
食
べ
物
を
つ
く
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
か
？
」
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
で
も
あ

っ
た
の
で
す
。
三
〇
年
間
の
あ
の
手
こ
の
手
で
の

運
動
で
し
た
。

豆
植
運
動
＝
輸
入
大
豆
（
農
産
物
）
の
怖
さ

鶏
一
〇
羽
運
動
＝
飼
料
添
加
物
の
怖
さ

旬
の
も
の
を
食
べ
る
運
動
＝
旬
の
食
べ
物
の

意
義
、
そ
し
て
、
子
供
達
の
食
の
常
識
を
取

り
戻
す
運
動

一
粒
一
粒
蒔
い
た
種
は
雑
草
の
よ
う
に
目
立
な

く
て
も
、
確
実
に
強
い
小
さ
な
花
を
つ
け
て
き
た

の
で
す
。
婦
人
部
の
部
落
共
同
畑
、
有
機
農
業
、

農
の
生
け
花
、
百
栽
館
等
々
、
若
い
母
親
と
共
同

畑
に
出
る
子
供
達
、
若
夫
婦
か
ら
い
ろ
い
ろ
頼
ま

れ
忙
し
く
な
っ
た
老
人
達
等
、
休
ん
で
い
た
集
落

の
婦
人
部
が
復
活
し
、
地
域
が
い
つ
の
間
に
か
活

き
活
き
と
音
を
た
て
て
ま
わ
り
始
め
ま
し
た
。

「
俺
（
オ
ラ
）、
百
姓
の
ジ
ジ
・
バ
バ
で
エ
ガ
ッ

タ
（
良
か
っ
た
）」「
僕
も
、
私
も
農
家
だ
よ
！
」

と
飛
び
上
が
っ
て
手
を
上
げ
る
子
供
達
、「
本
物
の

食
べ
物
を
つ
く
る
農
家
の
嫁
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
い
う
会
社
勤
め
の
嫁
達
。
農
家
・
農
民
と
し
て

の
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
農
民
と
し
て
の
自
立
と

い
う
小
さ
い
け
れ
ど
た
く
さ
ん
の
実
が
実
っ
た
の

で
す
。
そ
の
種
は
ま
た
こ
ぼ
れ
、
飛
び
、
ど
ん
ど

ん
芽
が
出
て
成
長
し
て
い
る
の
で
す
。

二．
「
ナ
ベ
ち
ゃ
ん
の
自
給
の
家
」
の
小
さ
な
実
践

自
給
自
立
運
動
の
発
展
と
い
う
夢
の
実
現
に
向

け
て
夢
中
で
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
と
き
、「
定
年
」

と
い
う
言
葉
で
我
に
返
っ
た
の
で
す
。
自
分
の
定

年
も
考
え
ず
に
い
た
私
は
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
る

車
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
如
く
の
状
態
で
し
た
。

平
成
七
年
一
月
末
日
、
満
五
一
歳
で
農
協
の
制
服

を
返
上
し
ま
し
た
。
身
体
は
家
の
中
に
あ
っ
て
も

心
は
夢
に
向
か
っ
て
動
く
の
で
す
。
同
年
九
月
に

五
七
歳
で
同
じ
農
協
を
退
職
し
た
夫
（
営
農
指
導

員
）
や
、
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
組
合
員
の
人

た
ち
と
共
に
農
へ
の
熱
い
思
い
を
語
り
合
い
、
行

動
し
、
次
代
を
担
う
子
供
達
に
健
や
か
な
農
と
食

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
本
物
を

つ
く
り
、
食
べ
、
飲
ん
で
集
ま
る
場
「
ナ
ベ
ち
ゃ

ん
の
自
給
の
家
」
の
小
さ
な
小
さ
な
看
板
を
掲
げ

た
の
で
す
。
同
時
に
あ
ち
こ
ち
に
農
地
を
借
り
、

寝
た
き
り
の
母
と
孫
の
世
話
を
し
な
が
ら
の
農
業

一
年
生
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
平
成
九
年

か
ら
平
成
一
二
年
三
月
ま
で
臨
時
で
、
自
給
運
動

の
ま
と
め
で
も
あ
り
、
食
と
農
を
守
り
継
ぐ
殿
堂

と
し
て
建
て
ら
れ
た
`
百
彩
館
a
の
食
事
処
に
調

理
師
と
し
て
入
り
、
地
域
内
外
に
「
食
は
農
・
農

は
生
命
」
を
発
信
し
た
の
で
す
。

一
方
、
夫
は
`
そ
ば
a
に
熱
中
し
、
国
産
の
そ

ば
粉
を
手
に
入
れ
、
そ
ば
打
ち
を
始
め
ま
し
た
。

結
局
、
自
分
で
栽
培
し
た
そ
ば
で
作
り
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
借
り
た
畑
の
一
部
で
そ
ば
栽
培
を
始

め
た
の
で
す
。
チ
ャ
ン
ス
を
み
て
は
手
打
ち
そ
ば
の

名
店
を
訪
れ
、
体
験
場
で
は
体
験
さ
せ
て
も
ら
い
、

太
く
固
い
そ
ば
か
ら
い
つ
し
か
香
り
高
い
、
細
い
ツ

ル
ツ
ル
の
そ
ば
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

三．
「
ナ
ベ
ち
ゃ
ん
の
自
給
の
家
」
の
食
農
教
育

平
成
一
二
年
春
、
本
荘
市
内
に
あ
る
県
立
の
知

的
障
害
児
の
由
利
養
護
学
校
高
等
部
か
ら
、
一
年

間
を
通
し
て
の
そ
ば
の
先
生
に
「
ナ
ベ
ち
ゃ
ん
の

自
給
の
家
」
が
依
頼
さ
れ
た
の
で
し
た
。
平
成
一

一
年
か
ら
一
二
年
の
二
年
に
渡
る
、
文
部
省
指

定
・
県
教
育
委
員
会
委
嘱
「
交
流
教
育
地
域
推
進

事
業
」
の
、
最
終
年
度
の
高
等
部
の
活
動
で
し
た
。

一
年
間
の
様
子
を
最
後
の
公
開
研
究
発
表
会
で
の

発
表
内
容
と
、
生
徒
た
ち
か
ら
の
お
礼
の
お
手
紙

（
写
真
）
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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三
学
期
は
そ
ば
研
究
発
表
会
で
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
そ
ば
の
ル
ー
ツ
か
ら
栽
培
、
花
と
実
の
研
究
、

そ
ば
粉
を
使
っ
た
料
理
研
究
等
…
…
。
卒
業
生
の
一

人
は
郡
内
山
間
部
に
開
店
し
た
そ
ば
屋
に
就
職
し
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
翌
平
成
一
三
年
は
、
木
工
班
が

こ
ま
板
や
ザ
ル
そ
ば
用
の
ザ
ル
、
の
し
板
、
ま
な
板

等
を
作
り
、
そ
ば
切
り
包
丁
や
こ
ね
鉢
等
を
揃
え
、

本
格
的
に
自
分
達
で
取
組
み
、
秋
に
は
地
元
市
内
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
を
招
待
し
た
収
穫
祭
を
行

う
等
、
小
さ
な
そ
ば
の
実
が
こ
ん
な
に
大
き
く
成
長

し
て
い
る
こ
と
に
深
い
感
動
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

同
時
に
、「
ナ
ベ
ち
ゃ
ん
の
自
給
の
家
」
も
平
成

一
三
年
に
は
そ
ば
畑
は
一
反
五
畝
に
、
他
に
エ
ゴ

マ
・
大
豆
へ
と
拡
大
し
た
の
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

軽
ワ
ゴ
ン
車
を
購
入
し
、
出
張
そ
ば
教
室
の
道
具

運
び
か
ら
農
作
業
車
と
`
ナ
ベ
ち
ゃ
ん
号
a
の
活

躍
も
な
か
な
か
で
す
。

同
年
一
二
月
に
は
「
町
内
の
小
学
校（
町
部
）の
四

年
生
二
ク
ラ
ス
が
そ
ば
を
栽
培
し
た
が
、
作
っ
て
食

べ
る
程
の
量
も
な
く
、
で
も
是
非
、
子
供
達
に
町
内
産

の
そ
ば
粉
で
そ
ば
打
ち
体
験
を
や
ら
せ
た
い
」
と
い

う
相
談
を
担
任
の
先
生
か
ら
持
ち
か
け
ら
れ
た
の
で

し
た
。
冬
休
み
前
の
二
日
間
、
一
回
四
〇
人
の
子
供

達
全
員
が
出
番
を
持
つ
よ
う
に
、
五
人
一
グ
ル
ー
プ

で
八
班
に
分
け
ま
し
た
。
子
供
達
の
活
き
活
き
し
た

顔
々
、そ
ば
の
香
り
や
味
を
感
じ
取
る
純
粋
さ
、そ
し

て
手
を
か
け
心
を
か
け
て
自
ら
作
っ
た
も
の
の
本
物

の
お
い
し
さ
を
体
全
体
で
受
け
止
め
て
い
る
の
で
す
。

生
命
の
源
で
あ
る
食
べ
物
と
は
、
①
地
元
の
材

料
が
一
番
で
あ
る
こ
と
　
②
農
業
と
は
生
命
の
源

を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
　
③
食
べ
物
が
口
に
入
る

ま
で
に
関
わ
っ
て
き
た
多
く
の
人
や
自
然
に
感
謝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
　
④
お
い
し
さ
の
基

は
、
自
分
も
そ
れ
を
つ
く
る
一
員
で
あ
り
、
み
ん

な
で
つ
く
り
み
ん
な
で
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
。
こ

の
大
事
な
こ
と
を
汗
を
流
し
な
が
ら
み
ん
な
で
知

っ
た
の
で
し
た
。（
子
供
達
の
感
想
文
・
写
真
）

四．

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
食
農
教
育

`
ナ
ベ
ち
ゃ
ん
号
a
は
、
子
供
達
だ
け
で
は
な

く
集
落
単
位
の
ミ
ニ
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
も
出

か
け
ま
し
た
。
降
り
積
も
る
雪
の
中
、
そ
ば
道
具

七
セ
ッ
ト
を
積
み
込
み
、
集
落
へ
向
か
い
ま
し
た
。

ス
ト
ー
ブ
の
側
に
集
ま
っ
て
い
た
高
齢
者
の
皆
さ

ん
。
皆
つ
い
最
近
ま
で
組
合
員
と
し
て
、
ま
た
婦

人
部
員
と
し
て
運
動
し
た
仲
間
で
あ
り
、
育
て
て

も
ら
っ
た
先
輩
達
の
懐
か
し
い
面
々
で
す
。
会
場

の
真
ん
中
に
青
い
シ
ー
ト
を
敷
き
、
説
明
後
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
で
す
。「
足
が
曲
が
ら
な
い
か
ら
」「
手

が
痛
い
か
ら
」「
座
れ
な
い
か
ら
」
な
ん
て
言
っ
て

い
た
こ
と
は
忘
れ
、
ス
ト
ー
ブ
を
消
し
て
も
出
る
汗

と
、
笑
い
声
で
熱
気
が
あ
ふ
れ
る
。
エ
ゴ
マ
ぼ
た
餅

と
各
班
自
慢
の
そ
ば
で
、「
い
つ
も
上
げ
膳
、
据
え

膳
だ
け
ど
自
分
達
で
つ
く
っ
た
の
も
ウ
メ
エ
ナ
ー
、

体
動
か
し
た
か
ら
ウ
メ
エ
ナ
ー
」「
今
年
そ
ば
と
エ

ゴ
マ
植
え
て
み
る
か
。
ナ
ベ
さ
ん
種
あ
る
か
？
分
け

て
く
れ
ナ
ー
」「
ナ
ベ
さ
ん
狂
牛
病
っ
て
一
体
何
よ
」、

い
つ
し
か
昔
の
座
談
会
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
、
本
荘
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
出

か
け
ま
し
た
。
私
の
「
食
べ
物
の
は
な
し
」、
そ
し

て
、
夫
の
そ
ば
打
ち
。
農
村
と
異
な
り
、
何
か
よ

そ
よ
そ
し
か
っ
た
雰
囲
気
も
そ
ば
の
玉
が
耳
た
ぶ

ぐ
ら
い
の
固
さ
に
な
る
頃
は
皆
、
小
学
生
と
同
じ
。

こ
ね
鉢
の
中
に
我
先
と
手
が
入
る
。
世
界
地
図
の

よ
う
な
そ
ば
を
切
り
、
食
べ
る
顔
は
最
高
に
い
い

顔
で
あ
る
。
こ
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
年
は
隣

の
町
の
空
い
た
農
地
を
借
り
て
、
そ
ば
を
つ
く
る

と
い
う
。
私
達
と
一
緒
に
や
り
た
い
と
い
う
。
農

業
を
や
っ
た
こ
と
の
な
い
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
達
が

そ
ば
の
魅
力
、
い
や
農
業
（
土
）
の
魅
力
に
と
り

つ
か
れ
、
今
年
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ス
テ
ィ
ッ

ク
を
鍬
に
持
ち
変
え
る
と
い
う
の
で
す
。「
ナ
ベ
ち

ゃ
ん
の
自
給
の
家
」
で
、
県
外
や
町
内
外
の
人
達

が
そ
ば
を
食
べ
な
が
ら
、
古
い
農
具
や
野
良
着
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
中
で
農
や
夢
を
熱
く
語
っ
て
い

っ
て
く
れ
る
の
で
す
。

生徒達からのお礼の手紙と感想文
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こ
れ
ま
で
、
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
第
一
次
産

業
は
、「
長
男
だ
か
ら
」
あ
る
い
は
「
先
祖
伝
来
の

土
地
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
消
極
的
な
理
由
に
よ
り
、

し
か
た
な
く
就
く
場
合
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
非
農
家
あ
る
い
は
都
会
育

ち
の
人
、
さ
ら
に
は
農
家
出
身
の
若
者
が
自
ら
の

意
思
で
第
一
次
産
業
へ
就
業
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加

し
始
め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し

た
動
き
が
、
担
い
手
の
高
齢
化
や
地
域

社
会
の
衰
退
と
い
っ
た
第
一
次
産
業
が

抱
え
る
大
き
な
課
題
を
解
決
す
る
ま
で

に
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
小
さ
い

な
が
ら
も
一
定
の
動
き
と
し
て
現
れ
始

め
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
自
然
環
境
や
健
康
の
問
題
、
さ
ら
に
は

教
育
の
問
題
等
が
目
に
見
え
る
形
で
深
刻
化
す
る

中
で
、
食
べ
物
や
農
業
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
、

無
農
薬
や
有
機
農
産
物
と
い
っ
た
言
葉
が
一
般
的

に
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
新
規
就
農
や
有
機
農
業
と
い
っ
た
農

業
分
野
に
お
け
る
新
し
い
動
き
に
着
目
し
、
農
に

携
わ
る
面
白
さ
と
大
切
さ
を
紹
介
し
て
い
る
の
が
、

本
書
『
農
業
と
い
う
仕
事
』
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
・
内
容
を
か
い
摘
ん
で
紹
介
す
る

と
、
第
一
章
（「
農
業
を
選
び
取
る
」）
で
は
、
九

〇
年
代
以
降
増
加
し
て
き
た
新
規
就
農
の
動
向
に

つ
い
て
デ
ー
タ
を
用
い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、

有
機
農
業
の
こ
れ
ま
で
の
動
き
を
簡
単
に
ま
と
め

て
い
る
。
ま
た
、
第
二
章
（「
私
た
ち
新
規
参
入
者

で
す
」）
で
は
、
七
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
農
業

を
自
ら
の
意
思
で
選
ん
だ
非
農
家
出
身
者
五
組
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が

有
機
農
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
理
由
や
、
農
業

を
始
め
た
当
初
の
暮
ら
し
ぶ
り
、
こ
れ
ま
で
の
失

敗
談
、
さ
ら
に
地
域
と
の
関
わ
り
方
等
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
無
味
乾
燥
な
情
報

で
は
な
く
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
情
報
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
自
分
が
農
業
を
始
め
た
場
合
を
容

易
に
想
像
さ
せ
る
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
農
業
を
始

め
た
い
と
考
え
て
い
る
人
へ
の
具
体
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
や
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

点
も
魅
力
的
だ
。
さ
ら
に
、
第
三
章
（「
農
業
を
お

も
し
ろ
く
す
る
」）
で
は
、
自
分
の
代
か
ら
大
き
く

農
業
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
、
環
境
や
食
の
安
全
に

こ
だ
わ
る
農
業
者
三
人
の
長
年
に
わ
た
る
取
り
組

み
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

農
業
者
は
、
い
わ
ゆ
る
理
念
型
の
有
機
農
業
者
と

は
異
な
り
、
実
際
に
起
こ
っ
た
問
題
や
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
有
機
農
業
に
転
換
し
て
い
っ
た
と

い
う
実
践
派
の
人
達
だ
。
そ
の
分
、
迫
力
が
凄
い
。

ま
た
、
三
人
と
も
農
業
ス
タ
イ
ル
だ
け
が
有
機
的

な
の
で
は
な
く
、
地
域
社
会
や
家
族
、
夫
婦
と
い

っ
た
人
的
な
つ
な
が
り
も
有
機
的
で
あ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
示
し
て
い
る
。
最
終
章
の
第
四
章
（「
農

業
者
を
育
て
、
応
援
す
る
」）
で
は
、
食
と
農
業
に

関
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
進
め
る
農
業
高

校
や
新
規
就
農
者
が
自
ら
支
え
あ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
有
機
農
業
や
自
給
的
農
業
へ
の
助
成
制
度
等
、

こ
れ
か
ら
農
業
を
始
め
た
い
人
の
た
め
の
情
報
を

丁
寧
に
紹
介
し
て
い
る
。

本
書
は
、
農
業
用
語
や
事
象
に
つ
い
て
一
つ
一
つ

具
体
的
な
説
明
を
加
え
る
な
ど
、
農
業
関

係
以
外
の
人
に
農
業
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
た
い
、
知
っ
て
欲
し
い
と
い
う
著
者
の

思
い
と
工
夫
が
伝
わ
っ
て
く
る
。そ
の
分
、

農
業
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
人
に
と
っ
て

は
物
足
り
な
い
感
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

け
れ
ど
も
、
農
・
食
・
環
境
・
ア
ジ
ア
関
係
の
出
版

社
の
代
表
を
務
め
な
が
ら
有
機
米
づ
く
り
に
関
わ
り
、

農
業
の
世
界
と
そ
れ
以
外
の
世
界
を
行
き
来
す
る
著

者
の
視
点
は
、
農
業
と
の
関
わ
り
が
薄
い
若
者
世
代

や
消
費
者
の
感
覚
に
浸
透
し
や
す
い
と
考
え
る
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、「
農
業
と
い
う
仕
事
」

の
可
能
性
と
魅
力
に
つ
い
て
、
当
事
者
と
は
違
っ

た
視
点
を
活
か
し
て
紹
介
し
て
い
る
本
書
は
、
子

供
た
ち
は
も
と
よ
り
、
農
業
や
食
に
関
心
を
持
つ

消
費
者
に
も
進
め
た
い
一
冊
で
あ
る
。

（
二
〇
〇
一
年
九
月
二
〇
日
　
二
一
四
頁
　
七
八
〇
円
）

（
栗
栖
祐
子
）

『
農
業
と
い
う
仕
事
―
食
と
環
境
を
考
え
る
―
』

大
江
正
章
著
（
岩
波
書
店
）
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◆
鳥
取
県
の
強
い
要
請
を
受
け
て
、
新
し
い
仲
卸

店
舗
で
営
業
を
開
始
し
た
の
は
、「
境
港
水
産
物
直

売
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
一
九
八
二
年
一

〇
月
九
日
。
早
や
二
〇
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

私
が
い
る
境
港
市
の
基
幹
産
業
は
水
産
業
で
、

市
の
人
口
の
七
〇
％
近
い
人
が
多
か
れ
少
な
か
れ

水
産
業
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
魚
は
買
う

も
の
で
は
な
く
、
い
た
だ
い
て
食
べ
る
も
の
と
の

風
潮
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
観
光
資
源
は
皆
無

と
い
っ
て
よ
い
土
地
柄
だ
け
に
、「
境
港
水
産
物
直

売
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
観
光
的
色
彩
の
強
い
施
設

で
の
鮮
魚
店
舗
が
果
た
し
て
継
続
事
業
と
し
て
成

り
立
つ
だ
ろ
う
か
と
の
強
い
不
安
感
が
あ
り
ま
し

た
。
確
か
に
、
オ
ー
プ
ン
当
初
一
年
間
の
苦
労
は

筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。

我
が
境
港
市
に
で
き
た
初
め
て
の
観
光
施
設
で

あ
る
「
境
港
水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
」
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
を
克
服
し
て
と
に
か
く
成
功
し
た
こ

と
は
、
そ
の
後
の
市
の
あ
り
方
に
も
大
き
く
影
響

し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」

や
「
海
と
く
ら
し
の
資
料
館
」
等
、
レ
ジ
ャ
ー
客

を
対
象
と
し
た
施
設
が
相
次
い
で
誕
生
し
、
地
域

の
活
性
化
が
進
み
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、「
境

港
水
産
物
直
売
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
ま
す
。

感
無
量
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
初
代
理
事
長
小
林

嘉
久
氏
の
英
断
に
頭
の
下
が
る
思
い
が
し
ま
す
。

特
に
、
過
去
、
消
費
者
の
間
に
「
魚
ば
な
れ
」

と
い
う
無
責
任
な
言
葉
が
流
布
し
、
官
民
挙
げ
て

魚
食
普
及
に
全
力
を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
環
境
の
中
で
、

「
直
売
セ
ン
タ
ー
」
は
生
産
者
魚
価
の
維
持
に
極
め

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
今
日
に
お
い
て
は
沿

岸
・
沖
合
問
わ
ず
漁
業
生
産
者
の
高
い
評
価
を
得

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
と
思
い
ま
す
。

長
引
く
デ
フ
レ
不
況
等
、
鮮
魚
販
売
を
取
り
巻

く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
オ

ー
プ
ン
時
の
苦
労
を
思
え
ば
、
逆
に
大
き
く
飛
躍
す

る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
の
意
欲
が
強
く
わ
い
て
き
ま
す
。

（
鳥
取
県
境
港
市
　
西
尾
　
勲
　
鮮
魚
販
売
）

◆
始
め
ま
せ
ん
か
！
地
球
に
優
し
い
環
境
保

全
・
循
環
型
農
業
を

棚
田
や
里
山
に
囲
ま
れ
た
福
岡
県
黒
木
町
の
百

姓
で
あ
る
私
達
は
、
一
九
九
七
年
に
農
林
業
体
験

交
流
施
設
・
「
四
季
菜
館
」
を
独
自
で
設
立
し
た
。

「
四
季
菜
館
」
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
段
差
が
な
い
）、

太
陽
光
発
電
、
合
併
浄
化
槽
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
（
台

所
、
洗
面
所
、
風
呂
用
）
等
、
環
境
に
負
荷
を
与

え
な
い
構
造
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
を
拠
点
に

都
会
の
人
達
に
農
林
業
を
体
験
し
て
頂
き
、
交
流

し
な
が
ら
農
林
業
や
食
事
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

る
。豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
里
山
は
、
洪
水
、

土
砂
流
出
の
防
止
、
水
源
か
ん
養
、
景
観
形
成
等

公
益
的
機
能
は
高
い
。
純
粋
に
山
間
地
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
農
業
生
産
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
自

然
も
利
用
し
な
が
ら
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
思
う
。
あ
る
国
で
は
農
家
は
「
国
土
の
庭

師
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

五
年
前
か
ら
は
、
放
棄
し
て
あ
る
山
林
の
手
入

れ
や
棚
田
の
石
垣
の
修
復
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
「
国
際
里
山
田
園
保
全
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ

ー
イ
ン
福
岡
」
と
題
し
て
始
め
た
。

今
は
、
世
界
中
か
ら
食
材
を
取
り
寄
せ
て
の
グ

ル
メ
ブ
ー
ム
。
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
お
惣
菜
が

食
卓
に
並
び
、
足
り
な
い
栄
養
は
健
康
食
品
で
補

う
。
こ
の
よ
う
に
外
に
ば
か
り
目
が
い
っ
て
、「
安

い
、
簡
単
、
便
利
」
が
合
言
葉
に
な
っ
て
い
る
。

一
生
の
味
覚
は
一
〇
才
ま
で
に
作
ら
れ
、
や
っ
ぱ

り
家
庭
の
味
は
本
当
に
大
切
だ
と
思
う
。
戦
後
の

大
量
生
産
・
流
通
・
消
費
・
廃
棄
と
い
う
経
済
至

上
主
義
を
続
け
て
い
け
ば
、
近
い
将
来
、
今
以
上

の
環
境
破
壊
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
不
安
を
覚
え

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

今
こ
そ
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
安
全
性
や

お
い
し
さ
を
満
た
す
効
率
の
よ
い
循
環
型
の
生
産

シ
ス
テ
ム
へ
変
え
る
べ
き
で
、
農
業
に
と
っ
て
変

革
の
年
で
あ
ら
ね
ば
と
思
っ
て
い
る
。

先
祖
か
ら
譲
ら
れ
て
き
た
農
地
。
そ
こ
に
種
を

ま
く
こ
と
で
、
土
が
生
き
て
活
動
し
、
作
物
が
育

ち
、
山
林
も
生
き
、
動
植
物
そ
し
て
人
間
も
生
き

て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
福
岡
県
黒
木
町
　
椿
原
ま
り
子
　
農
業
）

あ

ぜ

み

ち

あ

ぜ

み

ち

 

あ

ぜ

み

ち
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コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
あ
た
っ
て

「
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
用
語
は
、「
食
」

と
「
農
」
を
総
体
的
に
捉
え
る
概
念
と
し
て
、
近
年

さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
て
き
て
い
る
。
食
料
・
農
業
・

農
村
白
書
で
は
「
食
用
農
水
産
物
が
生
産
さ
れ
、
そ

れ
が
流
通
し
、
消
費
者
に
わ
た
る
ま
で
の
総
体
」
と

さ
れ
、
食
料
・
農
業
を
対
象
と
す
る
場
合
、
不
可
欠

の
概
念
と
な
っ
て
い
る
。

当
総
研
の
設
立
母
体
で
あ
る
農
林
中
央
金
庫
は
、

系
統
組
織
の
全
国
団
体
と
し
て
国
内
農
林
水
産
業
に

基
盤
を
置
き
、
行
政
機
構
、
系
統
団
体
、
業
界
団
体

等
と
の
広
範
な
接
点
を
有
す
る
。
さ
ら
に
「
フ
ー
ド

バ
ン
ク
」
と
し
て
、
食
品
製
造
業
、
食
品
卸
売
業
・

小
売
業
と
い
っ
た
流
通
業
界
、
外
食
・
中
食
産
業
と

の
取
引
関
係
も
深
い
。

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
視
点
に
た

っ
て
、
主
要
な
農
畜
産
物
に
関
す
る
生
産
や
流
通
、

実
需
の
動
向
、
輸
入
品
の
動
向
、
現
行
制
度
の
仕
組

み
や
品
目
対
策
、
産
地
の
課
題
等
に
つ
い
て
紹
介
を

お
こ
な
っ
て
い
く
。

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
が
特

に
注
目
さ
れ
た
の
が
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
生
や
一
連
の
偽

装
表
示
問
題
を
契
機
と
し
た
食
品
の
安
全
性
、
ト
レ

ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
関
心
の
高
ま
り
で
あ
る
。
今

回
は
北
海
道
で
の
対
策
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

北
海
道
に
お
け
る
肉
牛
生
産
と
安
全
対
策

1

生
産
段
階

北
海
道
は
、
肉
牛
飼
養
頭
数
四
〇
万
頭
を
超
え
、

わ
が
国
最
大
の
肉
牛
生
産
基
地
と
な
っ
て
い
る
。
飼

養
品
種
も
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
を
中
心
に
、
黒
毛
和
牛
、

日
本
短
角
種
、
ア
ン
ガ
ス
種
、
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
種
な

ど
多
様
な
肉
牛
が
飼
養
さ
れ
て
い
る
。
北
海
道
に
お

け
る
肉
牛
生
産
は
、
酪
農
生
産
基
盤
と
深
く
結
び
つ

い
て
お
り
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
雄
去
勢
牛
の
ウ
エ
イ
ト

が
高
い
。

健
康
な
牛
を
育
て
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
確

認
で
き
る
こ
と
が
安
全
対
策
の
基
本
で
あ
る
。

北
海
道
で
は
牛
一
頭
ご
と
に
、
生
産
履
歴
が
把
握
で

き
、
給
餌
飼
料
や
そ
の
後
の
移
動
な
ど
一
元
的
に
管

理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
性
を
追
跡
で
き
る
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

2

処
理
・
加
工
段
階

肉
牛
の
食
肉
加
工
は
、
牛
の
徹
底
し
た
健
康
診
断

か
ら
は
じ
ま
る
。
出
荷
さ
れ
た
肉
牛
は
解
体
前
に
生

体
検
査
を
お
こ
な
い
、
健
康
状
態
に
つ
い
て
の
臨
床

検
査
と
と
も
に
、
病
気
の
有
無
、
生
産
履
歴
の
チ
ェ

ッ
ク
を
お
こ
な
う
。

解
体
後
は
、
内
臓
検
査
や
枝
肉
検
査
を
お
こ
な
い
、

食
用
に
適
す
る
か
を
確
認
す
る
。
ま
た
検
査
結
果
に

か
か
わ
ら
ず
、
特
定
危
険
部
位
（
脳
、
脊
髄
、
眼
、

回
腸
遠
位
部
）
は
す
べ
て
焼
却
処
分
す
る
。
も
ち
ろ

ん
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
は
全
頭
検
査
を
お
こ
な
い
、
仮
に
Ｂ

Ｓ
Ｅ
に
感
染
し
て
い
る
牛
が
発
見
さ
れ
て
も
市
場
に

出
回
る
こ
と
は
一
切
な
い
。

こ
う
し
て
検
査
に
合
格
し
た
牛
肉
が
枝
肉
加
工
に

ま
わ
さ
れ
る
。
と
畜
・
処
理
を
お
こ
な
う
北
海
道
畜

産
公
社
の
事
業
所
の
場
合
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式
に
よ

る
衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
牛
肉
は
、

枝
肉
を
脱
骨
・
整
形
し
、
各
部
位
ご
と
に
カ
ッ
ト
し

て
部
分
肉
で
出
荷
す
る
形
態
が
ほ
と
ん
ど
に
な
っ
て

い
る
。
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
部
分
肉
は
真
空
パ
ッ

ク
さ
れ
、
最
終
作
業
と
し
て
殺
菌
処
理
が
お
こ
な
わ

れ
る
。

3

国
産
の
価
値

国
産
の
価
値
は
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
最
も

確
保
し
や
す
い
点
で
あ
る
。
安
全
対
策
や
安
定
供
給

を
確
保
す
る
上
で
よ
り
実
質
的
な
意
味
で
の
一
貫
体

系
の
構
築
が
必
要
で
、
生
産
、
加
工
、
流
通
を
ト
ー

タ
ル
に
管
理
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
で
、
北
海
道
の
生
産
者
団
体
は
生
産
か
ら
、

処
理
・
加
工
、
流
通
に
至
る
安
心
シ
ス
テ
ム
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

例
え
ば
ホ
ク
レ
ン
は
、
地
区
Ｊ
Ａ
と
の
共
同
出
資

で
北
海
道
畜
産
公
社
を
設
立
し
て
お
り
、
産
地
食
肉

セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
、
北
海
道
産
牛
肉
の
最
大
の
供

給
者
と
な
っ
て
い
る
。
北
海
道
チ
ク
レ
ン
は
、
と
畜

か
ら
一
次
加
工
、
二
次
加
工
、
高
次
加
工
を
お
こ
な

う
施
設
を
有
し
、
特
に
生
協
と
の
産
直
を
通
じ
安
定

供
給
体
制
を
整
備
し
て
き
た
。

食
肉
関
係
に
つ
い
て
は
、
偽
装
表
示
等
も
含
め
、

一
気
に
問
題
が
噴
出
し
た
感
が
あ
る
が
、
す
べ
て
は

消
費
者
に
安
心
し
て
購
入
し
て
も
ら
え
る
こ
と
、
信

頼
を
回
復
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
逆
に
国
産
は
、

消
費
者
に
最
も
信
頼
さ
せ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
と

い
え
る
。

（
鴻
巣
　
正
）

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム 
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム 
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寡
占
化
が
進
展
す
る
ア
メ
リ
カ
農
業

現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
農
畜
産
物
の
生
産
や
加

工
、
流
通
、
販
売
全
般
に
わ
た
っ
て
大
き
な
変

化
が
進
行
し
て
い
る
。
最
も
顕
著
に
現
れ
て
い

る
の
が
農
産
物
の
販
売
方
法
で
あ
る
。
生
産
者

が
農
産
物
を
販
売
す
る
際
に
、
以
前
は
市
場
経

由
の
取
引
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
（
九
九
年
一
二
月
号
統
計
の

眼
）、
近
年
契
約
の
導
入
が
著
し
い
。

単
に
契
約
生
産
が
増
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

生
産
の
各
過
程
間
の
相
互
依
存
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
く
な
っ
て
い
る
。
各
過
程
間
の
リ
ン
ケ
ー
ジ

が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
強
化
さ

れ
て
い
く
方
向
に
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
通
常
、

生
産
や
流
通
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
リ
ン
ケ
ー
ジ

の
性
質
変
化
を
指
し
て
〝
農
業
の
工
業
化
〞

（the
industrialization

of
agriculture

）
と

呼
ん
で
い
る
。
農
業
の
工
業
化
は
、
基
本
的
に
は

農
業
生
産
の
各
過
程
が
農
家
の
手
か
ら
離
れ
て
工

業
的
な
生
産
過
程
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
を
指
す
が
、
そ
こ
に
は
、
各
生
産
過
程
の
密
接

な
連
結
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
が
特
に
著
し
い
の
が
畜
産

で
、
と
畜
・
解
体
部
門
に
お
け
る
大
手
パ
ッ
カ
ー

（
と
畜
・
解
体
業
者
）
へ
の
集
中
度
は
高
く
な
っ
て

い
る
（
表
）。
畜
種
別
で
は
肉
牛
で
の
集
中
化
が
著

し
い
。
肉
牛
プ
ラ
ン
ト
の
上
位
四
社
の
シ
ェ
ア
は
、

七
二
年
か
ら
九
二
年
ま
で
の
二
〇
年
間
で
三
〇
％

か
ら
七
一
％
へ
急
激
に
増
え
て
い
る
（
出
荷
額
ベ

ー
ス
）。
投
入
量
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
で
は
さ
ら
に
細

か
い
種
類
別
に
数
値
が
算
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
る
と
シ
ェ
ア
が
上
位
に
集
中
し
て
い
る
の
が

未
産
経
牛
（heifers

）
と
若
い
去
勢
牛
（steers

）、

ボ
ク
ス
ド
ビ
ー
フ
（boxed

beef

）
で
、
そ
れ
ぞ

れ
九
七
年
時
点
で
上
位
四
社
の
シ
ェ
ア
が
八
〇
％

を
超
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
一
九
九
六
年
農

業
法
の
後
継
と
な
る
次
期
農
業
法
の
審
議
過
程
で

は
、
パ
ッ
カ
ー
に
よ
る
畜
産
物
の
管
理
が
重
要
な

争
点
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
一
二
月
一
三

日
に
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
州
選
出
ジ
ョ
ン
ソ
ン
上
院
議

員
と
ア
イ
オ
ワ
州
選
出
の
グ
ラ
ス
レ
イ
上
院
議
員

が
共
同
で
提
出
し
た
修
正
案
が
上
院
本
会
議
で
可

決
さ
れ
た
。
こ
の
修
正
案
で
は
、
パ
ッ
カ
ー
が
と

畜
の
一
五
日
以
上
前
か
ら
家
畜
（
家
き
ん
を
除
く
）

を
所
有
（ow

n

）
ま
た
は
飼
養
（feed

）、
管
理

（con
trol

）
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。「
管

理
」
の
定
義
が
問
題
と
な
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
ア
メ
リ
カ
の
農
業
に
お
け
る
大
き
な
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